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2025年９月１日、日興アセットマネジメント株式会社は 
「アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に社名変更します。 
社名変更後URL : www.amova-am.com 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 
第207期（決算日 2025年２月12日）第208期（決算日 2025年４月14日）第209期（決算日 2025年６月12日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 

「世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型）」は、2025年６月12日に第209期の決算を行ないまし

たので、第207期から第209期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2007年４月26日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として「世界インフラ株マザーファンド」受益証券に投資を行ない、安定した収益の確保と中長期的な信託財産の
成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

世界好配当インフラ株ファンド
（ 偶 数 月 分 配 型 ） 

「世界インフラ株マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

世界インフラ株マザーファンド 
世界各国の企業が発行する金融商品取引所上場株式および株式に類似する権利
を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

世界好配当インフラ株ファンド
（ 偶 数 月 分 配 型 ） 

株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

世界インフラ株マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期および第２計算期は収益分配を行ないません。第３計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継
続的に行なうことをめざします。ただし、基準価額水準などを勘案し、上記安定分配相当額のほか、委託者が決定す
る額を付加して分配を行なう場合があります。 

 

＜440825＞ 

世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近21期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

リ ミ テ ッ ド 
パートナー（出資金） 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 
189期(2023年１月12日) 11,840 15 △1.4 95.0 － － 4,974 

190期(2023年２月13日) 11,668 15 △1.3 95.3 － － 4,954 

191期(2023年３月13日) 11,690 15 0.3 93.8 － － 4,931 

192期(2023年４月12日) 12,282 15 5.2 94.8 － － 5,170 

193期(2023年５月12日) 12,341 15 0.6 95.5 0.5 － 5,171 

194期(2023年６月12日) 12,356 15 0.2 94.3 1.0 － 5,145 

195期(2023年７月12日) 12,338 15 △0.0 94.6 1.0 － 5,113 

196期(2023年８月14日) 12,508 15 1.5 95.0 1.0 － 5,157 

197期(2023年９月12日) 12,312 15 △1.4 95.8 1.2 － 5,036 

198期(2023年10月12日) 11,967 15 △2.7 94.3 1.9 － 4,881 

199期(2023年11月13日) 12,284 15 2.8 93.7 2.0 － 5,005 

200期(2023年12月12日) 12,617 15 2.8 93.3 1.9 － 5,106 

201期(2024年２月13日) 12,443 160 △0.1 94.0 2.0 － 5,014 

202期(2024年４月12日) 12,851 160 4.6 94.4 2.0 － 5,206 

203期(2024年６月12日) 13,486 160 6.2 94.1 2.0 － 5,588 

204期(2024年８月13日) 13,126 160 △1.5 94.1 2.0 － 5,573 

205期(2024年10月15日) 13,952 160 7.5 95.6 1.9 － 5,974 

206期(2024年12月12日) 13,723 160 △0.5 95.0 2.0 － 6,054 

207期(2025年２月12日) 13,480 160 △0.6 94.4 2.0 － 6,117 
208期(2025年４月14日) 12,764 160 △4.1 94.1 2.0 － 5,931 

209期(2025年６月12日) 13,793 160 9.3 93.7 1.9 － 6,665 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「リミテッドパートナー（出資金）組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第207期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年12月12日 13,723 － 95.0 2.0 

12月末 14,017 2.1 95.3 1.9 

2025年１月末 13,699 △0.2 94.2 2.0 

(期  末)     

2025年２月12日 13,640 △0.6 94.4 2.0 

第208期 

(期  首)     

2025年２月12日 13,480 － 94.4 2.0 

２月末 13,065 △3.1 93.9 2.1 

３月末 13,621 1.0 93.9 2.2 

(期  末)     

2025年４月14日 12,924 △4.1 94.1 2.0 

第209期 

(期  首)     

2025年４月14日 12,764 － 94.1 2.0 

４月末 13,483 5.6 94.5 2.0 

５月末 13,803 8.1 93.8 2.0 

(期  末)     

2025年６月12日 13,953 9.3 93.7 1.9 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○運用経過 (2024年12月13日～2025年６月12日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2024年12月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、相対的に配当利回りの高い世界のインフラ関連企業の株式等に実質的に投資を行

ない、信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な

変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・米国大統領選挙でトランプ氏が勝利したことを受けて、減税や規制緩和への期待感が相場を下支えしたこと。 

・ロシア・ウクライナ情勢の改善期待が進んだこと。 

・トランプ米国大統領が打ち出した関税政策について、米国と各国・地域間で関税政策の協議に進展が見られ

たこと。 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

＜値下がり要因＞ 

・2024年12月の米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）において、2025年の利下げ幅が従前よりも浅くなる見通

しが示されたこと。 

・米国の非農業部門雇用者数が市場予想を下回る内容となったことを受けて、米国の景気減速懸念が高まっ

たこと。 

・トランプ政権の政策（通商政策と政府歳出削減）に関する不確実性が高まっていることを背景に消費者と企

業の警戒感が高まったこと。 

 

 

（海外株式市況） 

2025年５月に発表された米国の経済指標からは、政策の不確実性が高まったことの反応として、需要減速の

兆候が一段と鮮明になりました。関税政策に伴なう価格上昇を見越して、企業と家計が支出を前倒ししたこと

の逆転現象と捉えることもできるとみています。これは個人消費軟化の一因ではありますが、労働市場の冷え

込みやトランプ政権の政策課題に対する懸念を理由に、今後数ヵ月間は消費者の慎重な姿勢が継続し、企業の

投資活動にとっても重しとなる可能性があります。関税政策は米国の成長の足かせとなる恐れがあるとはい

え、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の緩和サイクル再開と新たな財政刺激策の導入により、中期的には経

済活動に大幅なプラス効果が期待できるとみています。 

インフレについては、2025年１月にコア消費者物価指数（ＣＰＩ）が再び上昇しましたが、以降の２～４月

で幾分落ち着きを取り戻しました。ＦＲＢが選好する個人消費支出（ＰＣＥ）コア指数からは、ここ数ヵ月の

インフレが概ね抑制されていることが読み取れ、４月の数値は2021年前半以来の最低水準まで低下しました。

需要の伸びがより緩やかになり、供給拡大が継続し、労働市場の軟化が続けば、全体的なインフレの低下基調

につながると思われますが、今後数ヵ月は関税の影響でインフレ上昇傾向となる可能性が極めて高いとみて

います。労働需要の鈍化は継続しており、移民の流入が減速する一方で労働供給の増加が続いた結果、労働市

場のバランスが改善し、賃金上昇の伸びは緩やかになっています。一時的な物価押し上げの影響は、関税が世

界や米国の経済に及ぼす負の影響によって和らぐとみています。 

ＦＲＢの直近のコメントからは、政策の焦点をふたたびインフレに戻していることが読み取れ、最終的には

インフレが低下傾向の見通しであることを示唆しているとはいえ、それを裏付けるデータを探しているとみ

ています。ＦＲＢは2024年下半期に政策金利を引き下げた後、2025年に入り３会合連続で金利を据え置いてい

ます。現在、2025年末までに約0.50％の追加利下げが織り込まれています。トランプ政権が2025年の財政見通

しや国際貿易に及ぼす影響について引き続き注目が集まっています。ここ数四半期の間に発表された、中国の

一連の景気刺激策により、2025年は経済活動安定化の兆しが見られますが、その成長の大部分は輸出セクター

に由来するものです。経済指標は足元で概ね堅調に推移していますが、今後数四半期は米国の関税措置が成長

の重しとなる可能性があります。また、特に不動産部門における問題が残っていることを考えると、中国経済

が直面する構造的な逆風は継続すると考えられます。 

 

投資環境 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）

は、右記の推移となりました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「世界インフラ株マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（世界インフラ株マザーファンド） 

期間末時点での組入比率の高い国は、米国、スペイン、英国などとなっています。セクター別では、世界の

インフラ事業のトレンドから投資効果を享受するために、電力、空港、エネルギーインフラなどのセクターを

中心に幅広く分散投資を行ないました。 

主な投資行動としては、電力公益、空港、電力・ガス供給セクターの組入比率を引き上げました。国別では、

米国とデンマークの組入比率を引き上げる一方、オーストラリアの組入比率を引き下げました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

 

分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しなかっ

た収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第207期 第208期 第209期 

2024年12月13日～ 
2025年２月12日 

2025年２月13日～ 
2025年４月14日 

2025年４月15日～ 
2025年６月12日 

当期分配金 160  160  160  

(対基準価額比率) 1.173％ 1.238％ 1.147％ 

 当期の収益 10  21  160  

 当期の収益以外 149  138  －  

翌期繰越分配対象額 4,768  4,630  4,889   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「世界インフラ株マザーファンド」受益証券を原則として高位に組

み入れて運用を行ないます。 

 

（世界インフラ株マザーファンド） 

トランプ米国大統領は２期目の任期中に様々な変化を起こしていますが、インフラは予想通りのパフォー

マンスを示しています。ここ１年ほどのＭＳＣＩワールド・インデックスは横ばいで、関税政策の導入でボラ

ティリティ（変動性）が大幅に高まった混乱局面の後、回復しました。グローバル上場インフラ株式指数は

10％近く上昇し、これは2022年に見られた値動きに酷似しています。この間、インフラ株式は市場の上昇局面、

下落局面の追随率が良好で、その挽回力とディフェンシブ（景気動向に左右されにくい）性が証明されました。 

極端なバリュエーション（価値評価）が適用されている銘柄事例も散見され、ＡＩ（人工知能）分野への関

心が高い状態が続いています。このような状況下で、当ファンドは相対的に見て大幅に過小評価されている銘

柄の発掘に注力しています。上場インフラのパフォーマンスが良好であるにもかかわらず、投資機会の枯渇は

見られません。当ファンドのポートフォリオは常に価値の創出を追求しており、市場から大きく乖離しています。 

関税については単にそれだけを重視しているというよりは、貿易相手国を交渉のテーブルにつかせるため

の手段として用いられていると考えます。当事者でありながら今後の結果を予測することは容易ではありま

せんが、現在の状況から見て、貿易戦争が開始した当初ほど、事態は深刻ではないと考えます。どこかの時点

で、世界的に経済活動が抑制され、スタグフレーションが起こると予想しており、関税はその状況を悪化させ

る恐れがあります。 

上場インフラは引き続き、インフレからの恩恵を享受しています。景気見通しの悪化、インフレ圧力、事業

環境の不透明感はあるものの、インフラにとっては好ましい環境といえます。もしそうでないとすれば、それ

はおそらく貿易問題が迅速に解決された場合で、その際はグローバル株式がアウトパフォーマンスするとみ

ています。 

引き続き、長期的な観点から、リスクに見合うリターンが期待できるインフラ企業に厳選投資することをめ

ざします。また、インフラ企業が保有する資産を詳細に分析することが、潜在的な収益と収入の質を見極める

鍵になると考えます。インフラ企業の長期的な潜在価値を特定するため、システマチックかつファンダメンタ

ルなアプローチを採用し、詳細なボトムアップのファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）分析を活用するこ

とにより、一般的に独占または独占に近いサービスを提供しているためキャッシュフローの予測が立てやす

く、かつ過小評価されている銘柄の選定に注力します。当ファンドは様々なセクターや地域に分散投資されて

おり、組入企業の手掛けるビジネスは景気サイクルを通じて堅調で、適切な資本が確保されていることも選定

条件となります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○１万口当たりの費用明細 (2024年12月13日～2025年６月12日) 

項 目 
第207期～第209期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 116  0.850  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (   60)  (  0.439)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (   52)  (  0.384)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (    4)  (  0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.022   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (    3)  (  0.022)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (    0)  (  0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.018   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (    2)  (  0.018)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (    0)  (  0.000)   

（d） そ の 他 費 用 6   0.048   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (    8)  (  0.057)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (    0)  (  0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (△  2)  (△0.012)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 127   0.938    

作成期間の平均基準価額は、13,614円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.80％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○売買及び取引の状況 (2024年12月13日～2025年６月12日) 

 

銘 柄 
第207期～第209期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
世界インフラ株マザーファンド 133,375 444,667 54,002 176,792 

 
 
 

○株式売買比率 (2024年12月13日～2025年６月12日) 

 

項 目 
第207期～第209期 

世界インフラ株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 1,991,799千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 5,917,767千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.33   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年12月13日～2025年６月12日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年12月13日～2025年６月12日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年12月13日～2025年６月12日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○組入資産の明細 (2025年６月12日現在) 

 

銘 柄 
第206期末 第209期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

世界インフラ株マザーファンド 1,804,664 1,884,037 6,539,682 
 
（注） 親投資信託の2025年６月12日現在の受益権総口数は、1,884,037千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年６月12日現在) 

項 目 
第209期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

世界インフラ株マザーファンド 6,539,682 96.7 

コール・ローン等、その他 225,590 3.3 

投資信託財産総額 6,765,272 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 世界インフラ株マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（6,473,924千円）の投資信託財産総額（6,545,123千円）

に対する比率は98.9％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=144.12円、1カ

ナダドル=105.48円、1メキシコペソ=7.6265円、1ブラジルレアル=26.0146円、1ユーロ=166.06円、1イギリスポンド=195.80円、1デン

マーククローネ=22.26円、1オーストラリアドル=93.74円、1ニュージーランドドル=86.98円、1香港ドル=18.35円、1シンガポールドル= 

112.31円。 

 

  

親投資信託残高 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第207期末 第208期末 第209期末 

2025年２月12日現在 2025年４月14日現在 2025年６月12日現在 

  円 円 円 

(A) 資産 6,211,508,731   6,030,121,076   6,765,272,054   

 コール・ローン等 128,822,435   134,221,386   225,586,760   

 世界インフラ株マザーファンド(評価額) 6,022,085,361   5,839,958,551   6,539,682,302   

 未収入金 60,599,233   55,939,360   －   

 未収利息 1,702   1,779   2,992   

(B) 負債 93,572,102   98,205,714   99,722,082   

 未払収益分配金 72,617,096   74,359,404   77,320,957   

 未払解約金 474,957   3,139,683   3,450,875   

 未払信託報酬 17,861,500   17,430,825   17,737,745   

 その他未払費用 2,618,549   3,275,802   1,212,505   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 6,117,936,629   5,931,915,362   6,665,549,972   

 元本 4,538,568,527   4,647,462,751   4,832,559,852   

 次期繰越損益金 1,579,368,102   1,284,452,611   1,832,990,120   

(D) 受益権総口数 4,538,568,527口 4,647,462,751口 4,832,559,852口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,480円 12,764円 13,793円 
 

（注） 当ファンドの第207期首元本額は4,412,168,518円、第207～209期中追加設定元本額は585,315,726円、第207～209期中一部解約元本額

は164,924,392円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第207期1.3480円、第208期1.2764円、第209期1.3793円です。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○損益の状況 

項 目 
第207期 第208期 第209期 

2024年12月13日～ 
2025年２月12日 

2025年２月13日～ 
2025年４月14日 

2025年４月15日～ 
2025年６月12日 

  円 円 円 

(A) 配当等収益 66,192   98,969   1,415,673   

 受取利息 66,192   98,969   101,207   

 その他収益金 －   －   1,314,466   

(B) 有価証券売買損益 △   19,628,678   △  238,021,993   568,637,417   

 売買益 218,015   1,253,982   574,353,303   

 売買損 △   19,846,693   △  239,275,975   △    5,715,886   

(C) 信託報酬等 △   18,582,207   △   18,134,153   △   17,033,877   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   38,144,693   △  256,057,177   553,019,213   

(E) 前期繰越損益金 1,670,294,903   1,546,663,222   1,201,147,503   

(F) 追加信託差損益金 19,834,988   68,205,970   156,144,361   

 (配当等相当額) (    512,917,899)  (    578,899,694)  (    684,487,774)  

 (売買損益相当額) (△  493,082,911)  (△  510,693,724)  (△  528,343,413)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,651,985,198   1,358,812,015   1,910,311,077   

(H) 収益分配金 △   72,617,096   △   74,359,404   △   77,320,957   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,579,368,102   1,284,452,611   1,832,990,120   

 追加信託差損益金 19,834,988   68,205,970   156,144,361   

 (配当等相当額) (    513,347,556)  (    579,253,837)  (    685,801,310)  

 (売買損益相当額) (△  493,512,568)  (△  511,047,867)  (△  529,656,949)  

 分配準備積立金 1,650,935,453   1,572,743,819   1,676,845,759   

 繰越損益金 △   91,402,339   △  356,497,178   －   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要した費用のうち、2024年12月13日～2025年６月12日

の期間に当ファンドが負担した費用は15,282,203円です。 

（注） 分配金の計算過程（2024年12月13日～2025年６月12日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年12月13日～ 
2025年２月12日 

2025年２月13日～ 
2025年４月14日 

2025年４月15日～ 
2025年６月12日 

a. 配当等収益(経費控除後) 4,678,143円 9,791,945円 63,407,866円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 137,539,914円 

c. 信託約款に定める収益調整金 513,347,556円 579,253,837円 685,801,310円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,718,874,406円 1,637,311,278円 1,553,218,936円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,236,900,105円 2,226,357,060円 2,439,968,026円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,928円 4,790円 5,049円 

g. 分配金 72,617,096円 74,359,404円 77,320,957円 

h. 分配金(１万口当たり) 160円 160円 160円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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世界好配当インフラ株ファンド（偶数月分配型） 

○分配金のお知らせ  

 第207期 第208期 第209期 

１万口当たり分配金（税込み） 160円 160円 160円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年12月13日から2025年６月12日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、運用報告書（全体版）は電磁的方法により提供する旨を定めている規定につき、投

資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に即した記載に変更するべく、2025年４月１日付けにて

信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第55条の２） 

 

 

 日興アセットマネジメント株式会社は、2025年９月１日よりアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社に

社名変更します。また、ホームページアドレスも「www.amova-am.com」へ変更となります。 

 

※本書が、受益者の皆さまのお手元に届く際には、社名変更が行われている場合がありますので、ご留意くだ

さい。 

 

 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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